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総 説

オ フセ ッ ト印刷用ク リーナーの動向
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 2-3-5, Morinomiya, Joto-ku, Osaka, 536-0025 JAPAN

1.　 は じ め に

オフセ ット印刷 に用いられるイ ンキは基本的に油性(溶

剤溶解性)で あるため,印 刷作業では各工程で宿命的な問

題 として,そ のインキを洗浄するために多種類の溶剤を大

量に使用 している.

環境保全 と作業者の安全性確保の側面か ら,よ り安全で

環境影響の少ない材料が要望 されているが,実 際には性能

上の問題,コ ス ト面から充分 には浸透 していない.

今後,印 刷業界でも環境調和が重要な課題 となるものと

思われる.そ れを促進するために本稿ではオフセット印刷

用クリーナーの現状 と改善への方向性,さ らにその問題点

を解説す る.

2.　オ フセ ッ ト印刷 用ク リーナーの使用の現 状

2.1　 使用対象

①　 ブランケ ット

版替えの度 に洗浄の必要があり,適 度な乾燥性が要求さ

れるため,ミ ネラルスピリッ ト(bp. 150～200℃,石 油系

炭化水素,消 防法:第4類 第2石 油類,労 働安全衛生法・

有機溶剤中毒予防規則:第3種 有機溶剤, PRTR法:第1

種指定化学物質)が 多用されている.

②　 イ ンキローラー

色替 え時に洗浄,ブ ランケットと比較 して頻度が低い.

乾燥性 も比較的に妥協可能.灯 油(bp. 150～300℃,石 油

系炭化水素,消 防法:第4類 第2石 油類,労 働 安全衛 生

法・有機溶剤中毒予防規則:非 該当, PRTR法:非 該当)

あるいはミネラルスピリット等が使用 されている.

③　 その他

プレー トクリーナー(印 刷版の清浄化,ミ ネラルスピ

リットと水の乳化物)

●ブランケット回復剤(凹 み回復,ゴ ム膨潤溶剤,液 状

製品,ゲ ル状製品,塩 化 メチレン)

●メンテナ ンス材料(フ ィーダー,デ リバ リー,圧 胴,

インキ壷,ド クター壷等周辺部の洗浄)

2.2　 洗浄方法

①　 自動洗浄

最近の印刷機ではブランケット,イ ンキローラー,圧 胴

の洗浄が自動化されているものが多い,

ブランケットについては不織布を使用するものが増 えて

いる.(不 織布 と洗浄液の併用タイプと洗浄液 を予 め不織

布 に含浸 させた ものがある.)

②　手洗浄

非自動化印刷機,自 動洗浄後の仕上げ等で行われ る.作

業性か ら比較的に速乾性の溶剤が使用されることが多い.

3.　溶 剤 規 制

印刷に使用 される溶剤は人体,環 境に対する影響,火 災
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危険性等から様々な法律の規制 を受ける.そ の内,特 に重

要な ものの内容 を以下 に記載する.

3.1　 労働安全衛生法・有機溶剤中毒予防規則

第1, 2種 有機溶剤:換 気設備,作 業環境測定,健 康診

断等

第3種 有機溶剤:換 気設備,健 康診断等

3.2　 PRTR法(特 定化学物質の環境への排出量の把握

等及び管理の改善の促進に関する法律)

第1種 指定化学物質:排 出量,移 動量の把握,届 け出,

情報提供(メ ーカー)

第2種 指定化学物質:情 報提供(メ ーカー)

3.3　 消防法

印刷で使用される溶剤のほとんどが可燃性の危険物であ

り,消 防法 により,そ の指定数量が定 められている1)(表

1).代 表 的な もの として は湿 し水添加 剤 に使用 される

IPAが アルコール類,ブ ランケッ ト洗浄 に使用 され るミ

ネラルスピリットが第4類 第2石 油類(非 水溶性)に 分類

される.

3.4　 その他

①　 水質汚濁防止法,下 水道法:排 水規制

②　 廃棄物処理法:産 業廃棄物の管理

③　 毒物及び劇物取締法:毒 物・劇物の取 り扱い保管

印刷業界で は印刷版(PS, CTP)の 消去液,消 去

ペンに含 まれるフッ酸が該当する.

④　 オゾン層保護法(特 定物質の規制 によるオゾン層の

保護 に関す る法律):フ ロン,代 替 フロンの生産規

制2)

・特 定 フ ロ ン(CFC-113等)は1995年 末 で 生 産 中止

・代 替 フ ロ ン(HCFC: Hydro Chloro Fluoro Carbon)

 HCFC-141b(洗 浄 用 途), 2000年 以 降 漸 次 削 減,

 2010年 全 廃

HCFC-225, 2010年 以 降 漸 次 削 減, 2020年 全 廃

表1　 危険物の品名と指定数量

4.　印刷分野で問題 とな る個別化学物質

PRTR法 施行後 その規制問題か ら削減対象 となってい

るミネラルスピリット,塩 化メチレン,代 替 フロンの用途,

規制等を表2に 示す.

4-1　 洗い油(ミ ネラルスピリッ ト)

印刷業界のインキ洗浄分野で大量 に使用されている洗い

油(ミ ネラルスピリット)は 労働安全衛生法・有機溶剤中

毒予防規則で第3種 有機溶剤に指定 され,換 気設備,健 康

診断等が規定されている材料である.そ の成分は石油を分

留 して得られる沸点150～200℃ の炭化水素混合物であ り,

皮膚.粘 膜刺激作用,麻 酔作用があ り,毒 性に注意 を要す

る芳香族炭化水素を含んでいる.ま た,成 分中の1, 3, 5-

トリメチルベ ンゼンはPRTR法 で第1種 指定 化学物質

(PRTR法 の別表1-224)に 指定 された届出対象物質であ

る.こ のミネラルスピリッ トの代替材料 として検討されて

いる材料 としては労働安全衛生上,懸 念される成分が芳香

族炭化水素であることから,そ れを除去 した石油系炭化水

素,植 物由来の炭化水素および植物油か ら誘導される高級

脂肪酸エステルがある.炭 化水素はその構造からパラフィ

ン(鎖 状飽和炭化水素),ナ フテン(ア ルキルシクロアル

カン,環 状飽和炭化水素),芳 香族炭化水素(ア ルキルベ

ンゼン)に 分類されるが,脱 芳香族 という意味でパ ラフィ

ン,ナ フテンが検討 されている.植 物由来の炭化水素 とし

てはテレビン油,リ モネンが代替材料の候補であり,高 級

脂肪酸エステルは最近,大 豆油インキ等に使用されている

成分である.そ れ らの材料の特徴 を表3に 示す.

石油系炭化水素の場合,パ ラフィン,ナ フテンのいずれ

も一部で既に導入されているが洗浄力の低下(特 にパラフ

ィ ンにお いて),コ ス ト上昇(従 来 品 と比 較 して10～

30%)が 普及を遅 らしている.植 物由来の炭化水素(テ レ

ビン油,リ モネン)に ついては臭気,法 規制,コ ス ト面か

ら検討段階を脱 していない.ま た,植 物油由来の脂肪酸エ

ステルは乾燥性の問題か ら用途,使 用方法がかな り限定さ

れるものと考えられる.

総合的には石油由来のナフテン系炭化水素が現行品(洗

い油,ミ ネラルスピリッ ト)の 代替品 として最 も有力視 さ
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れている.そ のナフテン系炭化水素 と現行品の規制,物 性

等の比較を表4に 示す.

表2　 印刷分野で問題 となる化合物の特性

* 1: Hydro Fluoro Carbon

* 2: Hydro Fluoro Ether

4.2　 塩化メチレン(速 乾性洗浄液,ブ ランケ ッ ト回復

液)

塩化メチレンは労働安全衛生法・有機溶剤中毒予防規則

(第2種 有機溶剤), PRTR法(第1種 指定化学物質)を

始め,多 数の法令で規制 を受ける化学物質であ り,環 境上

も労働安全衛生上 も問題の指摘されている化学物質である.

反面,強 力な洗浄力,速 乾性,不 燃性,低 コス トの理由か

ら印刷業界での使用量 は最近 まで増加(微 増)傾 向にあっ

た. PRTR法 の施行か ら幾分減少気味ではあるが,そ の

特徴 を網羅する代替材料がないことか ら,削 減 に対 しては

不十分な状態である.

不燃性 は有機ハロゲン化溶剤(塩 素化,臭 素化)の 特徴

であるが,環 境および労働安全衛生上,今 後,安 全 に使用

出来 る新たな有機ハロゲン化溶剤が開発 される可能性 は皆

無 と考 えられる.塩 化メチレンの削減 を目指 した場合,代

替材料 は塩化メチレンの特性 を全て維持 した ものではなく,

部分的な妥協が肝要 と考えられる.そ の目的達成 には供給

者(メ ーカー)の 努力 と使用者(印 刷会社)の 理解が重要

なポイン トとなる.現 時点では活用 されていないが,今 後,

塩化メチレンの代替 として有望な材料の特性 と問題点を表

5に 示す.

今後,こ れらの化合物 を中心 とした塩化メチレン代替製

品が上市されると予測されるが,そ の際には使用者の理解
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表3　 洗い油代替候補材料の特性

* 1:労 働安全衛生法・有機溶剤中毒予防規則:第3種 有機溶剤

PRTR法:第1種 指定化学物質

* 2:労 働安全衛生法.有機溶剤中毒予防規則:第3種 有機溶剤

表4　 ナフテン系炭化水素 と洗い油(現 行品)の 特性比較

第39巻 第6号(2002)　 〔15〕
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により,塩 化メチレンの使用量が削減 されることを期待 し

たい.

表5　 塩化メチレン代替候補材料の特性

* 1:1, 3-Dimethyl-2-imidazolidinone

4.3　 代替 フロン(HCFC-141b, HCFC-225)

印刷業界において代替 フロンは洗浄剤の火災危険性の抑

制 助剤 として添 加 され る場 合 が 多 い.前 述 の よ うに

HCFC-141b, HCFC-225は オ ゾン層保護法 によりその全

廃時期が確定 している材料である.従 って,早 期 に代替製

品への転換が求められている.こ れらの代替フロンは炭素,

水素,フ ッ素および塩素から構成される化合物であるが,

その構成要素である塩素がオゾン層破壊の原因であること

か ら塩素を含まないフッ素系溶剤(HFC: Hydro Fluoro

 Carbon, HFE: Hydro Fluoro Ether)が 開発 されている.

これ らのフッ素系溶剤で代替 フロンの機能を維持 し,置

き換えることは技術的に可能であるが,現 状 コス トが代替

フロンと比較 して2～10倍 であることが,そ の普及 を遅

らしているもの と思われる.今 後,フ ッ素系溶剤のスケー

ルメ リッ トによる価格低下 と使用者(印 刷会社)の 理解 に

より,普 及の促進がなされ ることを期待 したい.

5.　お わ り に

印刷産業 においてインキ洗浄 を中心 とした溶剤の使用 は

不可欠な作業である.従 来,そ の溶剤の選択 は作業効率,

採算性を中心 に検討されてきた.し かし,化 学物質の人体,

環境 に対する影響が明確化 され,そ れに対する規制が強化

されつつある現在,業 界全体 としてより安全な材料を使用

す る姿勢が社会的に要望 されている.そ れを達成するには

関連業者が能動的に活動する必要がある.す なわち,材 料

供給メーカーの努力 と需要者の理解が重要になるもの と考

えられる.

本稿が改善の一助 となれば幸いです.
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